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合
併
ぬ
手
続
き
っ
τ

ど
う
斡
ゆ
っτ
い
る
A
W
?
・

市
町
村
合
併
の
種
類

合
併
特
例
法
の
対
象
と
な
る

「
市町
村
の
合
併
」
と
は

、

「
二
つ

以
上
の
市
町
村
の
区
域
の
全
部
若

し
く
は

一
部
を
持
っ
て
市

町
村
を

置
き

、

又
は
市
町
村

の
区
域
の
全

部
若
し
く
は

一
部
を
他
の
市
町
村

に
編
入
す
る
こ

と
で
市

町
村
の
数

の
減
少
を
伴
う
も
の
」
を
指
す
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち

、

市
町
村
の
合
体

、

編
入
、
分
割
、
分
立
(
こ

れ
ら
を

総
称
し
て
地
方
自
治
法
で
は
「
市

町
村
の
廃
置
分
合
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

)
の
う
ち
、
少
な
く
と
も

一
つ
以
上
の
市
町
村
の
数
が
減
少

す
る
も
の
に
つ
い
て

、

「
市
町
村

の
合
併
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

「市
町
村
の
合
併
」
は
通
常
、

新
設
合
併
(
対
等
合
併
)
と
編
入

合
併
(
吸
収
合
併
)
の
二
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
設
合
併
と
は

、

A
町
と

B

町

を
廃
し
て
そ
の
区
域
を
も
っ
て
C

町
を
設
置
す
る
よ
う
な
場
合
が
予
」

れ
に
該
当
し
ま
す
。

つ
ま
り
新
設

合
併
の
場
合
に
は
、
必
ず
市
町
村

の
法
人
格
の
消
滅

(
A町
と

B

町

の
法
人
格
の
消
滅
)
と
と
も
に
新

し
い
法
人
格
の
発
生

(
C町
)
が

伴
う
の
で
す
。

編
入
合
併
と
は

、

例
え
ば

、

D

町
を
廃
し
そ
の
区
域
を
E

町
に
編

入
す
る
処
分
が
予
」
れ
に
該
当
し
ま

す
。

編
入
合
併
の
場
合
に
は
編
入

す
る
市
町
村

(
吸収
す
る
市

町
村

:

E

町
)
の
法
人
格
は

、

合
併
に

よ
っ
て
な
ん
ら
影
響
を
受
け
ず

、

そ
の
区
域
の
全
部
又
は

一
部
が
編

入
さ
れ
る

市
町
村

(吸
収
さ
れ
る

市
町
村
・:
D

町
)
に
つ
い
て
は

、

多
く
は
そ
の
法
人
格
が
消
滅
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

な
お
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
り

そ
の
区
域
の
全
部
ま
た
は
了
舗
が

合
併
市
町
村
の
区
域
の

一
部
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
市
町

村
を
合
併
関
係
市
町
村
と
呼
び
、

合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
市
町
村
を

合
併
市
町
村
と
呼
び
ま
す
。

合
併
手
続
き
の
概
要

市
町
村
の
合
併
に
関
わ
る
一
般

的
な

手
続
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す

。

①
合
併
協
議
会
の
設
置

合
併
し
よ
う
と
す
る
市

町
村

は
、

当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決

を
経
て
、
合
併
協
議
会
を
置
き
、

市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
そ
の

他

市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
を

行
う
。

合
併
協
議
会
は

、

市
町
村
建
設

計
画
の
作
成

・

変
更
に
当
た
っ
て

は
、

あ
ら
か
じ
め

、

都
道
府
県
知

事
に
協
議
を
行
、
っ。

②
関
係
市
町
村
に
よ
る
申
請

合
併
し
よ
う
と
す
る
市
町

村

は
、

当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決

を
経
て
都
道
府
県
知
事
に
申
請
を

行
う
。

「

③
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
決
定

都
道
府
県
知
事
は

、

関
係
市
町

村
に
よ
る
申
請
に
基
づ
き
、
当
該

都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経

て
、
市
町
村
の
合
併
を
定
め
る
。

こ

の
場
合
に

、

当
該
合
併
に
よ

り
、
市
が
新
た
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
る
と
き
な
ど

市
の
廃
置
分
合

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は

、

都
道
府

県
知
事
は

、

あ
ら
か
じ
め
総
務
大

臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、

。
'v
 

広報かわうち

④
総
務
大
臣
へ
の
届
出
及
び
告
示
等

都
道
府
県
知
事
は
、
市
町
村
の

合
併
を
定
め
た
と
き
は
、
直
ち
に

そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
届
け
出
を
受
理
し
た
と
き

は
、

総
務
大
臣
は

、

直
ち
に
そ
の

旨
を
告
示
す
る
と
と
も
に

、

こ
れ

を
国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
町
村
の
合
併
の
処
分
は
、
総

務
大
臣
の
告
示
に
よ

り
そ
の
効
力

を
生
ず
る
。

会



市
町
村
合
併
ω

号
メ
リ
w
eト
ヮ
乞
?
・

合
併
を
進
め
る
上
で
の
様
々
な

障
害
や
合
併
に
消
極
的
と
な
る
理

由
と
し
て

、

次
の
よ
う
な
も
の
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。

l市l岡l柑i含l僻lのl手l続 lのl

-E3書;，tr~司ト2・-・ l :f1 ; ! ; I' Eよ目 I L ..-E 土'ì !Y d ζ lï オ ， Jt ~••••• 

①
合
併
の
必
要
性
や
メ
リ

y

ト
が

個
別
・
具
体
の
事
例
に
お
い
て
明

ら
か
に
な
り
に
く
い
場
合
が
あ
る

こ
と
。

り
、

歴
史
や
文
化
へ
の
愛
着
や
地

域
へ
の
連
帯
感
が
薄
れ
る
と
い
っ

た
懸
念
が
あ
る
こ
と
。

②
合
併
後
の
市

町
村
内
の
中
心
部

と
周
辺
部
で
地
域
格
差
が
生
じ
た

③
住
民
の
意
見
の
施
策
へ
の
反
映

や
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
が
で
き
に
く
く
な
る
と
い
う
懸

卜
合併也強会の設置

古桝凶閥会は‘ 古併を行うこと自体の可否も宮崎て古
併に関する高5ゆる事項の慣騒を行う組磁です. 市町村
理段計画の作成その他吉併に関するあSゆる協1ftを桜前

に行う唱で高るζと耳ど在宅えると、 古併関係市町村が
事前に話し合いを行う唱としての古併協1西舎を館けるこ
とが必要です.

盟

;恒l~~tml 瞳
の場合のみ)

合併の申請書の作成
2

叩
噺

念
が
あ
る
こ
と
。

④
関
係
市
町
村
聞
の
行
政
サ
ー

ビ

ス
の
水
準
や
住
民
負
担
の
格

差
の

調
整
が
難
し

い
こ

と
及
び
市
町
村

に
よ

っ

て
は
財
政
状
況
に
著
し
い

格
差
が
あ
る
こ
と
。

合併(廃担分合)の効力の発生

合併問題懇談会の開催について

各公民館単位で実施しております合併問題懇談会の7月の日程は下記
のとおりですので、地元で開催の折りには是非ご参加ください。

①
合
併
に
伴
い
新
し
い
行
財
政

需

要
が
生
じ
る
こ
と
や

一
定
期
間
経

過
後
交
付
税
が
減
少
す
る
こ
と
。

市
町
村
の
合
併
の
検
討
に
当
た

っ
て
は

、

こ
う
し
た
懸
念
な
ど
に

十
分
配
慮
し
、
対

応
策
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

開催地区 日時 場 所

南方東部地区 7月 2日 (月 )20: 00------ 南方東部公民館

井内地区 7月 4日 (水) 20:00------ 井内公民館

北方東部地区 7月 5 日 (木) 20・ 00------ 北方東部公民館

則之内東地区 7月 6 日 (金) 20:00------ 則之内東公民館

横灘団地地区 7月 11 日 (水) 20: 00------ 横灘団地公民館

町東部地区 7月 13 日 (金) 20:00------ 町東部公民館

前松瀬川地区 7月 16 日 (月 ) 20 : 00------ 前松瀬川公民館

会
広報かわうち
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土砂災害の心構えと注意

< いざという時の心構え I 
恐ろしい土砂災害を防止するため|こ、現在さまざまな対策ガ行われていますが、

それだけでは十分に災害を防ぐことはできません。

被害を最小限!こ抑えるため!こは、ひとり一人ガ気象情報等|こ注意して早めに避難することが大切です。

雨に注意-していますか?

土砂災害の多くは雨が原因で起こ

ります。長雨や大雨で危険だと思

ったら、早めに避難しましょう。

1 時間に20ミリ以上、または降り

始めてから100ミリ以上の降雨量に

なったら十分な注意が必要です。

逃bJ7ヲを細っていますか?

土石流は速度か速いため、流れを

背にして逃げたのでは追いつかれ

てしまいます。土砂の流れる方向

に対して直角に逃げるようにしま

しょう。

遊槻閉ま決まっていますか?

普段から家族全員で避難場所や避

難する道 11債を決めておきましょ

う。災害が起きる時、家族全員が

いっしょにいるとは限りません。

そんな時もあらかじめ避難場所を

決めておけば安心で・す。

< 危険 I c!:んな前ぷれ!に注意 1 

山鳴りかする
・雨が降り続いているのに、Jl Iの水位か下がる
川の流れが濁ったり、流木か混ざりはじめる

広報かわうち

合

-かけからの水か濁る
・かけに亀裂が入る
・小石かバラバラ落ちてくる



町政二ユース
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農
地
は
震
業
を
す
る
う
え
で
大
切
な
も
の
で
あ
り

、

ま
た
、

地
以
外
の
も
の
に
さ
れ
る
と
元
に
も
ど
す
こ
と
が
困
難
で
す

。

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
、
優
良
な
農
地
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
土
地
の
合
理
的
な
利
用
を
踏
ま
え

、

適
正
な
農
地
の
転

用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す

。

農
地
転
用
と
は
?

農
地
転
用
と
は

、

農
地
を
農
地

で
な
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
地

に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
住

宅
用
地
や
工
場
用
地
、
道
路
、
山

林
な
ど
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す

。

な
ぜ
許
可
が
必
要
?

農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠
か

一
度
農

せ
な
い
食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤

で
す
。

と
く
に
、
耕
地
面
積
が
狭

い
う
え
に
人
口
が
多
い
わ
が
国

は
、

食
料
自
給
率
も
低
く
、
優
良

な
農
地
は
大
切
に
守

っ

て
い
く
必

要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
農

地
の
転
用
に
は
農
地
法
で

一
定
の

規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

対
象
と
な
る
農
地
は
?

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

地
目
が
農
地

一ー…-
~‘・ 2・
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で
あ
れ
ば

、

耕
作
が
さ
れ
て
い
な

く
て
も
農

地
性

(
農地
と
し
て
活

用
で
き
る
状
態
)
が
あ
る
限
り
農

地
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す

。

ま
た
、

地
目
が
農
地
で
な
く
て
も

、
耕
作

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
も
農

地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

採
草
放
牧
地
は
?

採
草
放
牧
地
を
売
買
し
て
転
用

す
る
場
合
も
、
許
可
が
必
要
で
す

(市
街
化
区
域
内
は

届
出
)。

し
か
し

、

採
草
放
牧
地
の
所
有

者
が
自
ら
転
用
す
る
場
合
に
は
許

可
い
り
ま
せ
ん
。

一
時
的
な

農
地
転
用
は
?

農
地
を

一
時
的
な
資
材
置
き

農
地
転
用
の

場
、
作
業
員
仮
宿
舎
、
砂
利
採
取

場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
場
合
も

転
用
に
な
り

、

許
可
が
必
要
で
す
。

広報力、わうち

農
業
用
施
設
用
地

と
し
て
転
用
す
る

場
合
に
は
?

自
己
の
農
地
の
保
全
ま
た
は

利

用
上
必
要
な
施
設
(
耕
作
用
の
道

路
、
用
排
水
路

、

土
留
工
、
防
風

林
等
)
に
転
用
す
る
場
合
は
、
面

積
に
関
係
な
く
許
可
は
い
り
ま
せ

ん
。温

{
五
宍
畜
舎、
作
業
場
等
農
業

経
営
上
必
要
な
施
設
に
転
用
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
面
積
が

二
ア
ー

ル

(
二百
平
方
メ
ー
ト
ル

)未
満
で

あ
れ
ば
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
が
、

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

吋

。

手
続
き
は
?

農
地
は
、
都
市
計
画
法
と
農
業
振
興
地
域
整

備
法
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
す

。

-
市
街
化
区
域
内
の
農
地

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
あ

ら
か
じ
め
農
業
委
員

会
へ
届
け
出
を
す
れ

ば
転
用
で
き
ま
す

。



届
け
出
を
行
わ
な
い
で
転
用
し

た
行
為
は
無
断
転
用
と
な
り
、
農

地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ

な
い
だ
け
で
な
く
農
地
法
の
罰
則

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

農業委員会へ

事前に届出
(届け出で転用可)

了可士一一一

て 
は車 市
転店 街
h 灰 イヒ
24 域 区
計全 域
ぞ話 外
草地 の
少、 " - 邑畠
で:二 居~

t ぷ 地

町政二ユース

転用の許可が
必要です。

こ
の
場

合
、

農
用
地
区
域
内
の
農

地
は
原
則
と
し
て
転
用
が
認
め
ら

れ
ず

、

転
用
す
る
場
合
に
は
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
を
し

た
う
え
で

、

転
用
申
請
を
お
こ
な

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
外
の
農
地
の
転
用

に
つ
い
て
は
、
市
街
地
へ
の
近
接

度
合
い

、

農
地
転
用
の
確
実
性
等

に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

許
可
を
受
け
い
す
に
転
用
し
た
り
、

許
可
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
ら
・
.. 

農
地
を
転
用
し
た
り
、

転
用
の
た
め
に
農
地
を

売
買
等
す
る
と
き
は

、

原
則
と

し
て
農
地
転
用

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。

ま
た

、

許
可
後
に
お
い
て
転
用

目
的
を
変

更
す
る
場
合

に
は
、
事
業
計
画
の
変

更
等
の
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
等
に
は

、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命

令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

(
農地
法
第
八
十
三
条
の
二
)
。

ま
た
、

三
年
以
下
の
懲
役
や
百

万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則
の

適
用
も
あ
り
ま
す
(
農
地
法
第
九

十
二
条
)。

口
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
(
宮
9
6
6

内
線
1
7
8

)

円
4
つ
凸
円
4
つ
山

農地転用許可制度

許可権者

4 haまでは都道府県

知事、

4 haを超える場合に

は農林水産大臣

(地域整備法に基づ く

場合は知事)

※注 2

申請者

農地の所有者、

耕作者

転用のケース

農家が自分の所有する

農地を転用する場合

(農地法 4 条)

農地を転用する場合には、

農地法の許可が必要です。

転用には、次の 2 つのケ

ースがあります。

農地の売主 ・

地主と貫主

(事業者等)

事業者などが農地を買っ

たりイ昔りたりして転用す

る場合(農地法 5 条)※注 l

遺贈 、 競売、公売、 判決、調停等の場合は単独申請できます。

2 ha超~ 4 ha以下の農地転用は、知事が大臣と協議する こ

ととされています。

地域整備法とは、農村地域工業等導入促進法、総合保養地

域整備法などです。

注 l

j主 2

命
広報かわうち



町政二ユース

平
成
十
三
年
度

。

生
産
調
整
実
施
水
田
の

計
画

変
更
や
、
追
加

が
あ
る
場
合
ほ

、

農
事
組
合
長
(
区
長
)
へ
お
申
し

出
の
う
え

、

も
れ
の
な
い
よ
う
に

確
認
票
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

。

。

永
年
性
作
物
等
で
植
栽
年
数

が
経
過
し
た

(果
樹
四
年

、

し
き

み
三
年
、
林
地

一
年
、
施
設

一
年

等
)
転
作
田
で

、

農
事
組
合
長

(
区
長
)
に
配
布
し
て
い
る
現
地

確
認
野
帳
に

、

定
着
と
記
載
さ
れ

平
成
十
三
年
度
水
田
農
業
経
宮
確
立
対
策
生
産
調
整
実
施
水
田

の
現
地
確
認
を
次
の
日

程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
農
家

の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

な
お
、
確
認
票
の
設
置
等
に
つ
い
て
、

わ
か
り
に
く
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
課

(E
9
6
6
1
2
2
2
7

)
ま
で
お

問
合
せ
く

だ
さ
い
。

広報かわうち

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

て
い
る
水
田
に
つ
き
ま
し
て
は

、

現
地
へ
確
認
票
を
設
置
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん

。
た
だ
し

、

変
更

が
あ
れ
ば
農
事
組
合
長

(区
長

)

に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て

、

今
年
度
も
「
水
田
を
中

心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
活
性

化
対
策
大
綱
」
の
下

、

需
要
に
見

合
っ

た
米
の
計
画
的
生
産
及
び

麦
・

大
一
旦・
飼
料
作
物

等
の
生
産

の
定
着

・

拡
大
を

推
進
す
る
た

め
、

行
政

・

農
業
者
団
体
が

一
体

と
な

っ

て
実
効
性
の
確
保
、
生
産

者
・

地
域
の
自
主
性
の
尊
重
、

米
・

麦
・

大
豆

・

飼
料
作
物
等
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
高
度
な
水

田
営
農
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、
計
画
的
か
つ
円
滑
な
生
産
調

整
を
推
進
し
ま
す
。

今
後
と
も
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

現地確認地区名

[一内地区]

7 狩場 ・ 日浦 ・ 徳吉 ・ 則之内 ・ ーヶ谷 ・ 保免 ・ 和田丸
月 惣田谷下 ・ 惣田谷上 ・ 井内西 ・ 滑川上 ・ 相之谷
16 [J 11上地区]
日 一軒屋 ・ 鳥の子 ・ 原 ・ 西組 ・ 原沖 ・ 束中村・ 下之町

(月)
上砂 ・ 高木 ・ 竹之鼻 ・ 道向 ・ 吉久

[ニ内地区]

7 
問屋 ・ 音田 ・ 永野 ・ 井内下 ・ 井内中 ・ 井内上

滑川 中 ・ 滑川下 ・ 土谷
月
17 [J 11上地区]

日 川筋 ・ 添谷 ・ 松瀬川音田 ・ 横灘 ・ 西之側・ 宝泉
(火) 上海上 ・ 下海上 ・ 上古市 ・ 下古市・上之町・ 宮東

天神 ・ 板戸 ・ 八I11香

[ニ内地区]

7 
月 [J 11上地区]
18 檎皮 ・ 旦之上 ・ 猪之窪 ・ 西古市 - 西中村 ・ 宮西
日 山田 ・ 市場 - 中之町・小坂 ・ 下沖 ・ 斉院之木 ・ 森

(水)
茶堂 - 北八幡 ・ 曲里

」

。

生
産
調
整
の

目
見
山
山
富
且
刃
ふ
コ
4
ロ
王

引
抑
制
川
町T
g
=
=
回
「
E
Z
A
E

O

農
事
組
合
長
(
区
長
)
よ

り

配
布
さ
れ
た
確
認
票
(
カ

1

ド
)

に
、

地
番

・

面
積

・

転
作
作
物
名

等
を
鉛
筆
又
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
記

入
し
、

現
地
確
認
日
ま
で
に
一
筆

ご
と
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い

。

ま
た

、

確
認
票
は
雨
に
ぬ
れ
て

も
大
丈
夫
で
す
の
で

、

ビ
ニ
ー

ル

袋
等
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

。



6月には、町県民税、固定資産税、国民健康

保険税について、納税義務者ごとに課税の内容

を記載した「納税通知書」と、世帯単位で 1 年

間の納付金額を月ごとに集計した「集合税(料)

納付通知書J (個人送付の方を除く)を送付い

たします。

毎月の徴収スケジ‘ユールは、下表のとおりで

すので、各自の納付方法により、期日までに納

付してください。

納
付規

曾

町
税
等
の

納
付
方
法
は
つ

町
税
(料
)を
町

に
納
付
す
る
方

法
は
、
次
の
三
方
式
が
あ
り
ま
す
。

町政二ユース

-
・
口
座
振
替
に
よ
る

・
・
納
付
方
法

納
税
義
務
者
が

指
定
し
た
口
座
か

ら
、
毎
月
末
日
に

引
き
落
と
し
納
付

し
ま
す
。

-
a

納
税
義
務
者
が

E

畠
取
扱
金
融
機
関

等
ヘ
直
接
納
付
す
る

方
法町

か
ら
納
税
組
合
を

通
じ
て

、

ま
た
は
、
直

接
納
税
義
務
者
に
納
付

書一
を
お
送
り
し
ま
す

。

-
a

事
業
所
で
特
別
徴
収
し
、

E

邑
納
付
す
る
方
法

給
与
所
得
者
の
町
県
民
税
を

事

業
所
が
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
納

税
し
ま
す
。

口
座
振
替
が便

利
で
す

各
納
税
義
務
者
が
銀
行
印
を
持

参
の
う
え
、
次
の
希
望
す
る
金
融

機
関
窓
口
へ
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
ま
す
と
、

提
出
月
の
翌

月
分
か
ら
振
替
で
き
ま
す
。

納
付
の
手
聞
を
軽
減
で
き
ま
す

し
、
現
金
の
取
り
扱
い
を
し
な
く

て
よ
く
な
り
ま
す

。

大
変
便
利
で

す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

岱
9
6
6

・
2
2
2
4

町税等の
取扱金融機関

とは?

次の指定金融機関及び指

定代理金融機関と、これら

の本店、支店で町税等の納

付ができます。

口指定金融機関

伊予銀行川内支店

口指定代理金融機関

愛媛銀行川内支店

愛媛信用金庫川内支店

松山市農協川上支所

えひめ中央農協三内支所

-平成13年度税 (料)目別徴収スケジ‘ュール表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12月 1 月 2月 3月
期 別

(4/5月期) ( 1 期) (2期) (3期) (4期) (5期) (6期) (7期) (8期) (9期) ( 10期)

納期限 5/1 5/31 7/5 8/6 9/5 10/5 11/5 12/5 117 2/5 3/5 4/1 

軽自動車税 。

住民税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

固定資産税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

集
国険税民健康保 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

￡E2コh 国民年金料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

税 介護保険料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

給水使用料 。 。 。 。 。 。

下水道料 。 。 。 。 。 。

広報かわうち

。



町政ニュース

• 

老
保

国
保

仲
良
し
同
期
の
A

さ
ん
と
B

さ
ん
は
、
株
式
会
社
「
げ
ん
き
」
を
一
年
前
に
退
職
し
て
、
ム
フ
で
は
、
二
人
で

趣
昧
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

A

さ
ん
は
退
職
後
、
2

週
間
の
う
ち
に
国
保
に
加
入
し
ま
し
た
が
、

B

さ
ん
は
国
保
に
加
入
し
ま
せ
ん
で
し
た

。

な
ん
と
!
二
人
は
ハ
イ
キ
ン
グ
先
で
大
ケ
ガ
を
し
て
、
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

き
ち
ん

と
届
け
出
を
し
た

A

さ
ん
と
、
し
な
か
っ
た

B

さ
ん
の
今
後
の
運
命
ゃ
い
か
に
け

A
さ
ん
は
国
保
に

加
入
し
て
い

た
の
で
、
か
か
っ
た
医
療
費
の

一
一
一

割
を
負
担
す
る
だ
け
で
す
み
ま
し

た
。

⑮ 

息

保険診療
加入手続き

加入手続き
事政

保険診療

I 

す

で
ま
ま
め
月
納
た
を
し
税
生
険
発
保
が
て醐

酌
協

の
の

う
一一繍

保
か

弓

固
さ

一
(』

|
B

さ
ん
は
国

保
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
の
で

、

医
療
費
の
全
額

(十
割

)
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り

ま

せ
ん
で
し
た
。

古げ
f
t
Jノ

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
事
実

発
生
主
義
を
と

っ

て
い
る
の
で
、

保
険
税
は
届
け
出
を
し
た

月

で
は

な
く

、

事
実
が
発
生
し
た
月

か
ら

か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
の
遅
れ
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

4月に他の医療保険を

やめてB月に届け出た

場合、保険税は4月分

かう納めることになり

ます。

国
保
に
加
入
す
る

届
け
出
が
遅
れ
る
と

-
保
険
証
が
な
い
の
で

、

医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
0

.

資
格
が
で
き
た
月
ま

で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(遡
及
賦
課
)。

保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
と

-

災
害
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な

い
の
に
滞
納
を
続
け

、

督
促
に

も
応
じ
な
い
と
、
有
効
期
間
の

短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が

交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

ま
た

、

さ
ら
に
滞
納
が
続

く
と

、

保
険
証
を
返
し
て
も
ら

い
、

か
わ
り
に
「
被
保
険
者
資

格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
、
医

療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

・

保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は

一
部

4 月 1一 国保の資格

発生

届け出8月

命
広報かわうち



が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。

※
こ
の
滞
納
措

置
の
ほ
か
、
財
産

を

差
し
押
さ
え
る
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
、
つ
場
合
が
あ
り
ま
す。

届
おけ
季出
をは
す
か
っ

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
す
べ
て
の
人
が
国
民
健
鹿

保
険

(国
保
)
や
会
社
の
健
康
保

子育て
支援センター

かち
険
な
ど
、
い
ず
れ
か
の

医
療
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(国
民
皆
保
険
制
度

)0

と 生 子
き活ど
保も
護 が
を生
受ま
けれ
なた
くと
なき
っ

た

こ
ん
な
と
き
は

は
日
以
内
に
国
保
の
窓
口

ヘ
届
け
出
を
!

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
と

国
保
に
加
入
す
る
と
き

き

他
の
市
区
町
村
か
ら

転
入
し
た

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

シ
」
きC

-

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き

き 生 死
活亡
保し
諜た
をと
受き
け
は
じ
め
た
と

少
」
九C

口子育て広場
第3回子育て広場は、次のとお

りです。 いざという時のために、救命救急法を学びまし ょ う 。

その後、シャボン玉遊びゃプール遊び、などをして、お子さん

と 緒に楽しく遊びましょう。みなさんお気軽にご参加くだ

さい。

日時 7月 28日仕)午前9時30分~11時 (受付9時~9時30分)

場所 川内保育園

内容 ・講話と実技「救命救急法について」

指導者東温消防署員

シャボン玉、砂、プール遊び

持ってくる物 タオル、着替え、水着、

町政二ユース

第
1
回
子
育
て
広
場J

〆

ゴムぞうり、

水筒など

※お母さん方も水遊びのできる服装でお願いします。

口あおぞう広場
砂場や遊具で親子一緒に楽しく遊びまし ょ う 。

毎週金曜日午前9時~1 1 時

口育児相談
子育てて恥困っていること、悩んでいることがあれば
お電話ください。 討と盟Z寸一一i l

fi966 -2080 

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
も
う

「児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
し
ま
し
た
か
?
ま
だ
の
方
は
、
役
場
福
祉

課
か
ら
送
付
し
た
書
類
に
6

月
1

日
現
在
の
状
況
を
記
載

し
、
次
の
添
付
書
類
を
そ
ろ
え
て
、

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
屈
の
提
出
が
な
い
と
、
6

月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ

'
h

i
、
a

o

-
-
f
、

tしV

児童手当
現況届

[問い合わせ先]

川内保育園

宮 966 -2288 
子育て支援センター

fi966 -2080 

第 1 因子育て広場。

{現
況
届
に
必
要
な
添
付

書
類
}

O
年
金
加
入
証
明
書
又
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用
者

(サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
)
で
あ
る
場
合
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

。

O
平
成
均
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

平
成
日
年
1

月
1

日
以
降
に
川

内
町
に
転
入
し
た
方
は
、
以
前

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
証
明

書
を
と

り

、
提
出
し
て
く
だ
さ

、

。

-
V
 

ぬ
広報かわうち



L!_ 
政
治
家
の

寄
附
禁
止

政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現
に
公
職

に
あ
る
者
)
は
、
寄
附
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す

。

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ

と
(
政

党
や
親
族
に
対
す
る
も
の
及
、
ぴ
政

治
教
育
集
会
に
関
す
る

必
要
や
む

を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除
か
れ

ま
す
。

※
)
は

、

い
か
な
る
名
義

を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も

禁
止
さ
れ
て
お
り

、

次
の
も
の
を

除
き
す
べ
て
罰

則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

②
政

治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式

や
通
夜
に
お
け
る
香
典
(
①
や
②

で
あ
っ
て
も

、

選
挙
に
関
し
て
な

さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の
社
交

の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処

罰
さ
れ
ま
す
。

)

な
お

、

政
治
家
以
外
の
者
が

、

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と

も
罰
則
を
も

っ

て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

み
ん
な
で
守
る
う

三
な
い
還
一

膚
い

ヘ
H
m
v

儲
S

明
取

勅
一
げ

附
一
劃

/
/
|
¥
¥
 

(政治家一寄附を
贈らない f

(蒜議官T

※

政
治
教

育
集
会
に

関
す
る
実

費
の
補
償

の
、
っ
ち

、

食
事
や
食

事
料
の
提
供
は
禁
止
さ
れ

、

罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

19_ 
政
治
家
に
対
す

る
寄
附
の
勧
誘

.
要
求
の
禁
止

有
権
者
が
、
威
迫
し
で
あ
る
い

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附

を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す

。

政
治
家
に
対
し

、

寄
間
を
出
す

よ
う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る

こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り

、

政
治
家
を

戚
迫
し
で
あ
る
い
は
政
治
家
の
当

選
又
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目

的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄

附

を

求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ

れ
、
威

迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

l三
後
援
団
体
の

寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
が
、
花
輪
、
香
典
、

祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。後

援
団
体
(
い
わ
ゆ
る
後
援
会
)

が
、
花
輪

、

供
花

、

香
典

、

祝
儀

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を

出
し
た
り

、

後
援
団
体
の
設
立
目

的
に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に
関

す
る
寄
附

以
外
の
寄
附

を
す
る

と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

l全
年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の

禁
止

政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す

。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
を
除
き

、

年
賀
状
、

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
(
電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。

)
を
出
す
こ

と
は
禁

止
さ
れ

て
い
ま
す
。

~ 
あ
い
さ
つ
を
目

的
と
す
る
有
料

広
告
の
禁
止

政
治
家
や
後
援
会
が

、

有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体

(い
わ
ゆ

る
後
援
会
)
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的

と
し
て

、

新
聞
、
雑
誌

、

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、
有
料
の
広

告
(
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な
ど
)

を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お

、

政
治
家
や
後
援
団
体
に

対
し

、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

会



-

院調
なミヨ~過a

3

一
公
民
権
の

同
」

停
止

ー
、
2
、
3

及
び
5

に
よ

っ
て

処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
停
止

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

病
気
見
舞
い

お
祭
り
へ
の

寄
附
や
差
入

冠
婚
葬
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

こ
ん
な
時
、
こ
ん
な
物
も
、

寄
附
禁
止
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

川内町消防団

幹部人事

川内町消防団長として7年間 もの永きに

わたり 、 職務に精励された白石普凹郎さん

(64歳 ・ 徳吉) が勇退され、後任に重松強

さん (副団長 .59歳 ・ 215堂) が、 6 月 1 日

付をもって任命されました。 また、高Ij団長

には高須賀信ーさん (分団長 . 56歳 ・ 惣田

谷仁)が同 日 付で任命されました。

地
域
の
行
事
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
飲
食
物
の
差
入

落
成
式

開
店
祝
の
花
輪

5 月 3 1 日付で勇退さ

れた白石善四郎さん。

お世話になりました。

白石善四郎さん

秘
書
等
が
代
理
で

出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝

入
学
祝
卒
業
祝

秘
書
等
が
代
理
で

出
席
す
る
場
合
の

葬
式
の
香
典

-・・・ ・・・・・・・・・・H ・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・τ::. ;..1・・・・

l..\T/.Jむ~/'"
.強珂.. ，冶珂'

お
中
元
や
お
歳
暮

5車

6 月 1 日付で、消防団

長に任命された重松

強さん。 よろしくお

願いします。

団長重松

花葬
輪式
、の

供
花

町
内
会
の
集
会
や

旅
行
な
ど
の
催
物
へ
の

寸
志
や
飲
食
物
の
差
入

6 月 l 日付で消防副

団長に任命された高

須賀信ー さん。 よろ

しくお願いします 。

高須賀信一副団長

ぬ
広報かわうち



町
政

、 ~ew.s
0-

q 
句

老

保

交
通
事
故
に企

めつ
れ
九
〉
」
長
C

第
三
者
行
為
(
交
通
事
故
な
ど
)

に
よ

っ
て
け
が
や
病
気
に
な
っ
た

場
合
で
も

、

老
人
保
健
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま

十
。

た
だ

し
、
か
な
ら
ず
役
場
の
老

人
保
健
の
窓
口
に
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
を
提

出
し
て
く

だ
さ
い
。

O
届
け
出
に

必
要
な
書
類

・

被
保
険
者
証

・

交
通
事
故
証
明
書

.

医
療
受
給
者
証

・

印
か
ん

(一定
立
思)

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
と

っ

て
い
る
場
合
に
は

、

老
人
保
健

は
使
え
ま
せ
ん
。

募

金

赤
十
字
募
金

赤
十
字
募
金
ご
協
力
あ
り

が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
赤

十
字
募
金
は
、
次

の
と
お
り
集
ま
り
ま
し
た
。

格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た

区
長

、

婦
人
会
本
部
役
員
、
班
長

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま

す
。

日
本
赤
十

1 字

5 杜
3 j|| 

7 社内
、資分
7 募区
5 金
O 報
円告

総

一 内 額
般訳

l 社)
、 資

3 
0 
0 

7 
5 
0 
円

法
人
社
資

ま字
し 杜 集
た愛ま
。 媛つ

県た
支募 っ
部金 2
へは己
一足 ¥ 

金日 O
い本 O
た赤 O
し 十円

介

護

聞
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に

園
福
祉
車
両
を
配
備

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー

に
要

介
護
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
乗

降
し
や
す
い

よ
う
に
改
造
を

施
し

た
福
祉
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。

-助手席回転昇降シー ト

.車椅子収納固定付 き

.問い合わせ先

老保・募金・介護

…福 祉 課 (n966-2223 )

育………教育委員会 (n966-4721 )

広報かわうち

教

ぬ

ゴミに捨てていたぺッ トボ トル 、
牛乳パ、ソクで 、 素敵な雑草を作っ
てみませんか っ 生活が豊かになる
リメイクアイテ‘アがいっぱい!

-
楽
し
い
ペッ
ト
ボ
ト
ル
&

空
き
容
器
ク
ラ
フ
ト

・
お
し
ゃ
れ
な
牛
乳
パ
ッ
ク
&

空
き
箱
ク
ラ
フ
ト

恵
里
子
著

寺
西



町政スポッ ト二ユース

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
独
居
高
齢
者
宅
訪
問
等
に
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
福
祉
(介
護
)

車
両
の
購
入
を
お
考
え
の
方
は
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
車
と
と
も
に
お
伺
い
し
ま
す
。

教

:� 
聞

人
権
啓
発
標
語
募
集

あ
な
た
の
標
語

、

が
か
る
た

に
な
り
ま
す
円

町長の動静
川
内
町
同
和
教
育
協
議
会
で
は
、

十
二
・
十
三
年
の

二
年
間
を
か
け

て
住
民
手
づ
く
り
か
る
た
を
作
成

配
布
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

家
族
だ
ん

ら
ん
の
か
る
た
遊
び

に
ふ
さ
わ
し
い
あ
な
た
か
ら
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
左
記
に
よ
り
ふ
る
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

口
内
容

同
和
問
題
、
子
ど
も
、
女
性
、

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
差
別

解
消
へ
向
け
て

口
募
集
⑧
③
@
と

⑧
の
4
文
字

口
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会

口
締
切

7

月
叩
日
ま
で

口
入
選
作
品

記
念
品
進
呈

、

町
人
権
問
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

8

月
ロ
日

川
内

に
て
発
表

教
科
書
展
示
会

平
成
日
年
度
に
お
け
る
教
科
書

展
示
会
を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

口
期

松山南地区防犯協会理事会総会
南方東部地区敬老会
愛媛県公有林野対策協議会理事会総会
介護保険推進委員会
県民総合文化祭実行委員会
四国防災トップセミナー

合併検討特別委員会
句碑除幕式
四国直轄砂防事業促進期成同盟会
松山南交通安全協会定期総会
山鳥坂ダム建設計画意見交換会
中央家畜衛生推進協会理事会総会
愛媛県四国縦貫 - 横断自動車道
建設促進協議会
松山外環状線整備促進期成同盟会総会
愛媛県町村会臨時総会
産業建設常任委員協議会
合併懇談会(奥松瀬川地区)
国土調査中南予ブロ ック協議会役員会
総務文教常任委員協議会
議会運営委員会
合間:懇談会(町西部地区)

5/18 
5/20 
5/21 
5/23 

5/24 
5/25 
5/27 
5/28 
5/29 
5/31 

6/1 

4
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同
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戸
1

6

月
辺
日
か
ら

7

月

5

日
ま
で

の
凶
日
間

議会のうごき

教科書センターの名称 利用施設 電話番号 展示教科書

松山教科書ーセンター 愛媛県総合教育センター 089-963-3111 ノl 、. 中 ・ 高

LIJ 久万教引書センター 久万111] 立久万小学校 0892-21-1122 IJ、.中- 高

教事育 久万教科書センター小/11分ßí'i 小|王1111] 立小田小学校 0892-52-2318 小.9] 

務 伊予教科書センター 。1予市立郡中小学校 089-982-0168 小 中

所管
jJr予教科書センタ-r.I" l.li分館 中山 111] 立中山中学校 089-967-∞09 小 中

Vす
愛媛大学教科書センター 愛媛大学/，付属図書館 089-927-8849 小・中

川内町商工会通常総代会 議長
川内町土地開発公社理事会 理事
介護保険推進委員会 委員
四国防災トップセミナ一 議長
合併検討-特別委員会 議長 ・ 特別委員
四国直轄砂防期成同盟会総会 議長
温泉郡議長会 議長
社会福祉協議会理事会・評議員会

理事 ・ 評議員
四国縦貫横断自動車道建設促進協
議会総会 議長
県議長会臨時総会 議長
保健福祉常任委員会 議長 ・ 常任委員
産業建設常任委員協議会

議長 ・常任委員
総務文教常任委員協議会

議長 ・ 常任委員
議長 ・ 運営委員

5/13 
5/16 
5/23 
5/24 
5/25 
5/28 
5/29 
5/31 

6/1 

'
A

斗a
Fh
u

o
J
/
/
'
 

ph
U

Fh
u
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議会運営委員会6/8 

究，ウト 2 Z
ド三円三f._7 手 ク下
，.;~土J4FT ZE

ii!!iiiFjiE際P 1 5r
ー』 品 論 グ

簡単、豪快、しかも抜群に美味い野
外料理を厳選したレシピ集。

※ 107条図書については、松山教科書センターのみ

鯨
の
突
く
海

内
田

康
夫

自irJ _11凶内

';:;'_' m 
乙~ ~.~J.選

手ゾ'吠
海 v.

，、‘\"'" ~.刈町 . ~ー
ぼくの名前はピリ一。 としは 12さい。 人

間でいうと70歳ぐらいになる。 老犬と人閣
の家族の鮮を描く 、 ほのぼのストーリ 。

著

jレポライター浅見光彦はまたまた事
件に巻き込まれる。南紀と秩父を結ぶ
時を超えた「悲劇J とは?

会
広報かわうち



J;H~ 身近な材料で
~ I ~ 作品制作など

、 ユニークな個展

5 月 15 日か ら 5 月 24 日ま

での 10 日間、 i?青里ア ー トピ

レ ッジJ (西谷小学校のす ぐ

上) で、井内の酒井孝さんが個展を開きました。

教員時代から作りためていた木I~J~仏像や油彩画、切り絵な

どの作品約70点が展示され、 訪れた人の目をヲ|いていました。

なかでも 、 廃材を利用して制作した如来や菩薩、明王など

の仏像や 、 身近にあるテ ィ y シュペーパーの空き箱でイ乍っ た

鬼や天狗の面 (カキの渋を塗っ たもの) などの作品の前では、

訪れた人がその作り方について 、 熱心に尋ねていました。

行政相談事務に
ご尽力

和田義雄さん

5 月 24 日 休) 、 松山市 (道後メルパル

ク 松 111 ) において開催された平成13年

度行政相談委員全体会議の席上で、 川

内 IIrr担当の和田義雄さんが総務省匹l 国

行政評価支局長表彰を受賞されました。

これは、多年にわたり住民の影の力

となって、行政に対する不満や悩み ご

との相談を受

け、各行政と

のパイプ役と

しての地道な

活動と努力が

今回認められ

たものです。

句
碑
除
幕
式

「さ
え

、

ず
リ
に
い
て

さ
え
ず
リ
を
志
じ
け
リ
」

収 ( 1腿)

5 月 27 日 、 俳誌 「渋柿J 代表同人の池川蜘谷

(本名由登) さんの俳業40年と喜寿を祝う句碑除

幕式が保免三島神社で、行われました。

除幕式には、関係者約100人が出席。 神事のの

ち 、 高さ 1.9 メ ートル、 I IIffi 1.5メートルの句碑の除

幕が行われ、 青石に刻まれた池川蜘j谷さ んの句 、

「さえずりにいて さえずりを忘じけり」が渋柿
主宰の渡部抱朴子さんよ り 披露されました。

広報かわうち

IIIJ 長 貰 八木清見

文化協会会長賞 高須賀定輝

議 長 4貝f・ 菅 一正

教育長賞 白石徳男

商工会会長 賞 八木秀之
dヱ〉エ、 長 '゚J. 小倉 文男
且ノ\乙 賞 黒川 盛昭

g,R 賞 森田 JJ:券

ト ~I司、 賞 菅野 忠俊

:努 ブ〕 賞 渡部 7じ街

管 理 賞 菅盟]' 毅

アイデイア賞 近藤信郎

苦労したで賞 満庇| 傍ー

来年も蹟張りま賞 高木

6 月 1 日から 3 日まで、

中央公民館でさっき展が開

催されました。

大ホールには丹誠込めて

育てられたさつきが所狭し

と並べられ、 訪れた人は、

そのみごとな花と枝ぶりに

見入っていました。 花季展

入賞者は右のとおりです。

ぬ

第25固さっき展



ア月のイベント

藤
岡
弘
講
演
会

「
引
世
紀
を
い
き
る

ー
世
界
か
う
み
た
日
本
j

」
口日時。 7 月 22 日 (日)

午後 7 時20分開場

午後 8 時 開演

口場所 中央公民館大ホール

口聴講料 400円 (チケットは、文化協会、

婦人会、教育委員会で取り扱っ

ています。)

・藤岡 弘フ。口フ ィ ール
昭和]21年 2 月 1 9 日 生まれ。 愛媛県出身。 警察官

だった父親から武道を教えられ、多くの良き 11ì1î

に出逢い、空手、 柔道、抜刀道など、段位は合

わせて二十段以上を数える。 19歳で上京、松竹

ニューフェイスを経て俳優となる 。 出 J寅作は

『仮面ライダ-.i r特捜最前線』 なとの人気TV

番組から『日本沈没.i r野獣死すべしJ などの映
画まで111]j\広く 、 『 ソードキルJ 、 r K 2 .i なと、のハ

リウット、映画にも出演し、日本人としてただ一

人 、 米国のアクタース 田 ギルド(俳優組合)に

所属している 。 大型自動車や自家用飛行機免許

など数多くの資格を取得しているほか 、 近年は

国 F祭ボランティア団体グローノくル・レインボー

シ y プの理事として、世界各国でのボランティ

ア活動にも従事 している 。

....・・・・・・ a島. . . . . .・・・・.・ 4・... ..0 i> . ...  . 

.公民館交流バレーボール大会
ロ日時 7 月 15 日 (日)集合 午前 7f1寺30分

開会式 午前 8 時00分

試合開始 午前 8 時30分

口場所 勤労者体育センター( 1 部男女)

川上小学校体育館 (2 部男女)

(ただし 、 開会式は全チーム勤労者体育センター)

・第28回少年球技大会(ドッジボール)
口日時 7 月 28 日ω 午前 8 時~
口場所川内中学校体育館

広報かわうち

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

梅雨、台風などの影響で、 大雨による災害が起きや

すい季節を迎え、 6 月 11 日、防災パトロールが行われ

ました。

愛媛県職員、町I隊員、消防署員 、 消防団員、警察署

員の水防関係者14人が町内の災害危険箇所を巡回。 町

職員から危険箇所の説明を受けながら、点検し、災害

に備えました。

. . . . .. . . . . . " . . . . . . . . . . . . . .・.. . 0 • .・・・・・・・・・・

川内中学校で
絵画展

川内中学校の

本館と特別教棟

の間にある日だ

まり広場が一般

の方に開1i文され、

現在、 絵画展が

行われています。

ル
物
た
の

ゼ
人
徒
り

o

一
、

。
生
も
た

イ
画
点
、
く
し

、
景

時
間
ぬ
ま

は
風
口
問
時
の
い

の
た
作
み
そ
て

る
い
の
休

、
し

い
描
ど
の
り

賞

て
の
な
閉
ま
鑑

れ
生
田
合
ど
を

さ
室
物
の
ち
画

一
不
教
静
業

立

絵

展
画

、
授
は
る

絵
画
ち
あ

.
・• • • • • • • • • 

-
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•• • • • 
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命

会長杯

バレーボール
大会
( 6 月 17 日開催 ・

大会結果)

E詔図
優勝 町東部連合

準優勝 T . ファミリー

第 3 位 則之内西

E留盟
優勝 川内クラブB

準優勝 川内クラブA

第 3 位 ブルー

エンジェル



「みんなのひろばj に耳寄りな

情報をお寄せください。

(役場総務課広報係

n966-2222まで)

ポール協会長杯
小学生大会で第3位 f

5 月 13 日 - 20 日の 2 日間、第16

回愛媛県バレーボール協会長杯小

学生大会が川内勤労者体育センタ

ー ( 5 / 1 3 ) と松山市立姫山小学

校体育館 ( 5 /20 ) で、行われ、 川

・ 上スポーツ少年団バレーボール部

. が第 3 位に入賞 しましたC

順当に勝ち進んで、ベス ト 4 入り

した川上スポー ツ少年団は、準決

勝で小野と対戦。

惜しくも敗れ、 3 位決定戦に進み、

接戦の末、 2 対 l で石井東を破り、

3 位となりました。

5 月 20 日 (日 ) 、 川内勤

労者体育 セ ンタ ー で、

124人の参加者を集め、

バドミントン大会が開

催されました。

ダブルスで行われた大会の主

な結果 (本町関係分) は、次の

とおりです。

・ 1 部準優勝
高須賀大輔 ・村A上慶太

( JII 内中学校)

第 13田川内町

バドミントン大会

.2 部準優勝

坪内敏晴 ・ 佐伯斉昭 (松下寿)

空手道大会で
入賞 1

5 月 13 日 (日)、第44回日本空手松

涛会主催愛媛県空手道選手権大会

が松山市で行われ、本町の生徒・

児童が入賞しました。 大会の主な

結果は、次のとおりです。

(本町関係分・ 3 位以上 ・ 敬称略)

口優勝

川上小 4 年

中浦佑一郎 (小 4 ・男子 ・ 形)

口準優勝

平成済美高 2 年

渡部一秀(高校男子 ・形 ・ 組手)

川上小 6 年

曽我部明日夏 (小 6 ・女子・形・組手)

川上小 2 年

近藤辰栄 (小 l 、 2 ・ 形)

口第 3 位

川 中 2 年

曽我部隆太 (中 2 ・ 男子・形)

川上小 5 年

渡部耕士 (小 5 -男子 ・形)

ふ
人
ー
芸

表
川
吟
社
六
月
例

会
報

足
腰
を
労
る
日
々
や
梅
雨
湿
り

入
念
に
立
て
し
支
柱
や
青
嵐

笹
舟
を
競
ふ
童
や
青
葉
風

噴
水
に
手
話
も
優
し

く
憩
ひ
け
り

野
を
渡
る
風
の
匂
ひ
や
麦
の
秋

土
臭
き
納
屋
の

真
昼
や
っ
ぱ
め
の
子

噴
水
や
レ
ト
ロ
の
町
へ
姉
い
も
と

五
月
晴
弾
み
し
声
の
近
づ
き
ぬ

新
緑
へ
行
方
追
ひ
け
り
ゴ
ル
フ
球

初
孫
の
名
は
未
来
ち
ゃ
ん
よ
風
薫
る

タ
風
に
泳

、

ぎ
き
つ
て
の
鯉
峨

街
道
の
古
き
民
家
や
桐
の
花

紅
を
引
く
初
の
デ
1

卜

や
風
青
し

電
線
へ
吹
き
跳
ね
し

尾
や
鯉
峨

聞
の
日
や
米
寿
の
母
の
鼻
眼
鏡

盛
大
に
句
碑
の
除
幕
や
夏
木
立

戒
能
多
喜

渡
部
て
る
み

河
原

菅
野

青
野

宇
和
川
悠
起

菅
野

近
藤

宮
崎

領
家

和
田

渡
部

戒
能

広報かわうち

幸日
汀
子

美
川

田
中

笹
子

樋
口

史
子

八
重

一

会

仙
波

淑
子

美
代

市
女

越
路

世
津

野
中

加
寿準

五
月

多
喜



(
凶
門)

唐

木
麻ま

衣い

ち
ゃ

ん

(7月 12 日生)

川
内
高
等
家
政
学
校

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
中
学
校
女
子
卒
業
生
で

、

進
学
ま
た
は
就
職
を
し
な
い
で
専
ら
家

事
に
従
事

す
る
者
の
た
め
に

、

三
内
村
立
高
等
家
政
学
校
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
三
内
中

学
校
に

併
設
さ
れ
て
い
た

家
政

学
校
も
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
川
内
高
等
家
政
学

校
と
改
称
し
(
昭
和

三
十
年
四
月

)、
教
室
も
旧

三
内
村
役
場
へ
移
転

(昭
和
三
十

一
年
四
月

)、

そ
の
後
、
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
再
び
旧
三
内
中

学
校
へ
移
転

(昭
和
三
十
三
年
十
二
月

)。

多
い
と
き
は
生
徒
数
百

二
十
人
に
も
及
び

、

教

室
は
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し

た
が
、
高
校
へ
の
進

学
者
も
増
え

、

家
政
学
校
へ
の
入
学
者
が
激
減
し

た
昭
和
三
十
七
年
三
月
、

設
立
か
ら
わ
ず
か
十
年

で
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

いつも二コ二コ
かわいい笑顔だよ お姉ちゃんと仲良く
遊んでね。 (父・母より )

来月号は 8 月生まれの満 1 歳児を

募集します。 7 月 5 日までに役場

総務課広報係へ写真とコメン トを

お寄せください。

D 

~回 i ム点、戸、
姉ノ\.:n: IJ' 。

先日の花いっぱいフォ ーラムでは、大勢の方

のご|高力ありがとうございました。
おかげで今年も花いっぱいの川内 111]" になり

ましょう 。 花のある、あい さつのよい、コ ミ

減量にと楽しく取り組みましょう 。

0第 1 回桜学級
日時 7 月 7 日 (土) 午後 1 n奇より
場所 中央公民館第 l 会議室
川内 IIITの環境問題についてし っ かり考えま
しょう 。 そして、ゴミゼロ作1i止 を Ij iq~f:ì しま
しょう 。 桜学級終了後、 支部長会お 世話に
なります。

0町内美化清掃
7 月 8 日 ( 日 ) です。 子どもさんにも 11宇び
かけて町内美化をいた しましょう 。

0 7 月ポ力シづくり
日時 7 月 22 日 ( 日 ) 午後 7 時30分
場所 川内町中央公民館
夕涼みがてらおでかけ くださ し 、 。

ゴミ減量に こ参加l くだ さし、。
0 7 月歩こう会塩ヶ森ウオーク
日時 7 月 29 日 (日)午前 8 n寺30分
場所 中央公民館集合
7 月 の自然、を深呼吸して健康づくりをしま
し ょう 。

川
柳
も
づ
く
吟
社
六
月
例
会
報

喜
撰
亭
選

ス
ー

パ
ー

の
売
場
鏡
が
広
く
見
せ
大
島
実

千
両
も
埋
ま
っ
て
い
そ
う
寺
の
庭
山
本
紫
芳

爽
や
か
な
笑
顔
残
し
て
冒
険
家
大
西
辰
夫

埋
も
れ
火
を
掘
り
出
す
よ
う
な
噂
き
く
平
岡
深
舟

爽
や
か
な
コ
ー

ラ
ス
に
な
る
峠
道

山
本
ひ
ろ
志

カ
ラ
フ
ル
な

傘
で
埋
ま
っ

た
通
学
路
篠
森

美
登
里

姿
見
が
有
っ
て
女
の
匂
う
部
屋
岡
本
武
士

爽
や
か
に
踊
る
少
女
へ
華
が
飛
び
菅
野
美
雪

爽
や
か
に
老
い
を
讃
え
て
祝
詞
終
え
野
中
友
親

手
鏡
を
覗
く
仕
草
に
見
る
女
高
岡
紫
温

ま
ん
ざ
ら
で
な
い
よ
と
鏡
た
き
つ
け
る

高
瀬
喜
撰
亭

• 
，
町

薗
.

日
時

八
月
凹
日

凶

場
所
中

央
公
民
館

宿
題

膝
・

傘
・
中
味

*

、
」
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

午
後
七
時
半

ぬ
広報かわうち



インフォメーション

募

集

え
ひ
め
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
幻

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を

広
く
募
集
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品

を
表
彰
し
、
県
内
産
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る

作
品
に
は

「
え
ひ
め
I
T

大
賞

(1
0
0

万

円
)」
な
ど
を
授
与
。

口
募
集
部
門

静
止
画
C
G

、

動
画
C
G

、

ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

、

小
中
学
生
の
4

口
対
象
者

県
内
在
住
者
、
県
出
身
者
(

。

フ

口
、

グ
ル
ー

プ
可
)

口
募
集
期
間

9

月
凶
日

間
必
着

口
応
募
方
法

所
定
の
応
募
票
に
作
品
を
添
、
え

て
事
務
局
ま
で

口
干問
7 \,\ 
9 合
l わ
せ

I 申
O 込
l 先
松
山
市

久
米
窪
田
町
4
8
7

の
2

え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
産
業
情

報
セ
ン
タ
ー
(
宮
9
6
0

・
1

1
1
0

)
土

・

日
・
祝
日
休
館

一
己
号込
毛
主
主
・何
一
己
ヨ巾
ニ
コ
由
一
。
こ
℃

え
ひ
め
の
女
性
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

口
派
遣
期
間

叩
月
2
日

間
i

m
月
訂
日

附
の

n
u
-
-
目
UH
e

-
よ
r
ι
i

回
目μ

口
派
遣
先

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

h「
ノ
寸
ツ

口
視
察
テ
ー
マ

男
女
共
同
参
画
関
連
施
設
、
訪

問
国
女
性
等
と
の
交
流
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
、
介

護
保
険
関
連
施
設
と
在
{
毛
介
護
、

子
育
て
支
援
施
設

口
自
己
負
担

2
4
2

、

0
0
0

円

(
派
遣
に

要
す
る
経
費
の
2

分
の
l

)

口
応
募
資
格

県
内
在
住
の
満
却
歳
以
上
印
歳

未
満
の
女
性

口
応
募
方
法

応
募
の
動
機

(
80
0

字
程
度
)

を
記
入
し
た
所
定
の
申
込
書
等

を

川
内
町
役
場

福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、
所
定

の
申
込
書
等
は
役
場
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

口
締
め
切
り

7

月
担
日
ω
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
役
場
福
祉
課

(2
9
6

6

・

2
2
2
3
)

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を

利
用
し

て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で

、

4

年
以
上
在
学
し
所
定

の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、
「
学
士

(
教
養
)
」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

す
。幅

広
い
分
野
の
約
3
2
0

科
目

を
そ
ろ
え

、

1

科
目
か
ら
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
募
集
学
生

全
科
履
修
生

(
卒
業
を
目
指
す

学
生
)、

選
科
履
修
生

(1
年

間
在
学
す
る
学
生

)、
科
目
履

修
生

(l
学
期
間
「
6

カ
月

」

在
学
す
る
学
生

)

口
出
願
受
付

6

月
日
日

幽
1

8

月

日
日
附

口
問
い
合
わ
せ

先

一T
7
9
0

・
0
8
2
6

松
山
市

文
京
町
3

番
(
愛
媛
大
学
内
)

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ

ー

(資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0

・
8
6
4

・
6
0
0

)

{放
送
大
学
ホ
l

ム
ペ
l

ジ
}

一二
月
七一
\
\
宅
芸
名
z
，

三
一

宮
・
」
勺
\
訂
℃

ホ
l

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
募
集

要
項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

陸
・

海
・

空

自
衛
官
募
集

口
対

象

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
、
大

学
生

募集種 目 資 4各 試 自責 日

2等陸 ・ 海 - ZE士 9 )=J23 日 (日) )

婦人自衛官 18歳以上 ~ 27歳未{前 9 月 25 日ωと 26 日 (拠

曹候補 士 9 月 16 日 (叫複数受験可能
一般首候補学生 18歳以上 ~ 24歳未満 9 月 1 6 日 (EI) I 
航空学生 (パイロ γ 卜 ) 両卒 (見込) ~ 21歳未満 9 月 22 日出

看護学生 高卒 (見込 ) ~ 24îit未満 10月 23 1:1 υd

防衛医科大学校 局主主(見込 ) ~ 21歳未満 11 月 3 日ω~ 11 月 4 日 ( 1-1 )

防衛大 学 校 11 月 10 日仕) ~ 11 月 1 1 日 (日)

口
0 給身自
O 与分 衛
1 等等官
l の
7 初特 得
5 任別 遇

、 給]肢 と

1 1 国 生
o 6 家 活
o 3 公
円 、 務

3 員

(衣
食
住
無
料
)
ボ
ー

ナ
ス
年

広報かわうち

命



q
u
一口
一

・
休
暇
等

週
休
2

日
制
、
有
給

ト
ト
日
完
ロ
ド

4
J
j

，

K
V
同
川
，

r
I
つ
」
仁
ι

・
進
学
等

大
学
2

部
へ
の
進
学

、

通
宿
教
育
受
講
可
能

・
免
許
等

各
種
国
家
資
格
、
免

許
、
各
種
免
許
取
得
教
育
実
施

口
そ
の
他

大
学
等
進
学
予
定
者
の
併
願
受

験
可
能

口
問
い
合
わ
せ
先

川内Jirr役場 包966 -2222 

自衛隊松山募集案内所
宮947 -3040 

インフォメーション

口
日

本目

日炎

人
権
相
談
所

時

7

月
4

日

附

午
後
l

時
か
ら

4

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中

央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内

の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争

、

借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・
体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

木
造
住
宅
利
子

補
給
制
度

公
庫
融
資
等
を
受
け
て
木
造
住

宅
を
建
設

・

購
入
さ
れ
る
方
に

対

し
て
、
県
が
木
造
住
宅
利
子
補
給

制
度
で
住
ま
い

づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
。

(5
年
間
で

、

1
0
0

万

円
程
度
の
利
子
補

給
)

口
対
象
住
宅

在
来
工
法
に
よ
り
建
設
さ
れ
る

木
造
住
宅

(地
域
材
を
印
%
以

上
使
用
)

口
対
象
者

住
宅
金
融
公
庫

資
金
の
融
資
を

受
け
て
、
県
内
に
住
宅
を
新

築

又
は

購
入
す
る
方

口
問
い
合
わ
せ
先

木
造
住
宅
利
子
補
給
制
度
に
つ

い
て
の

ご
相
談
は

、

愛
媛
県
木

材
協
会
(E
9
2
4

・
3
6
0
3

)

植
え
て
は
い
け
な
い「け
し
」

を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

皆
さ
ん
の
周
り
に
「
大
麻
」
や

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
は

、
法

律
に
よ

っ
て
許
可
な
く
み
だ
り
に

植
え
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

植えてはいけないけし 植えてよいけし

見た目に、たけだけしい感じ 全体に弱々しい!惑じ

草丈は、 比較的高い。 草丈は、比較IYJ低い。

(l ~ 1.5m) ( 40 ~ 100cl11) 

業や茎の表而には、ほとんと 業や茎の表而に車Il v 、

毛がなく、自緑色である 。 毛が生えている 。

業は 、 太い茎を半ば抱くよう 業は、あさやかな緑色

な形でついている 。 をしている 。

花の色や花びらの数では区別できませ-ん。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
中
央
保
健
所
保
健
企
画
課

医
療
係
(E
9
4
1

・
I

l
l
-

)

も
よ
お
し

口
日 愛
媛
病
院
健
康
講
座

土
寸

nHur
 

7
3

氾
ヨ

村
4
土
寸

1

5
土
寸
旧

、f

1
j

r

4
I
I

ι
ν
1
1

H
H

1
i

n
H
亡

し
ノ
コ

「
」日
あ

r片

「
l」
4
E
'
-
p

←
'

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
研
修
棟

口
内
容

-
テ
l

マ
「
肺
痛
の
早
期
発
見
」

・

講
師
中
元
川
県
武
呼
吸
器
外

科
医
長

、

宮
川
正
男
放
射
線
科

医
長

口
そ
の
他

受
講
料
無
料
、
た
だ
し
申
込
順

犯
人
で
締
め
切
り

aごみの収集日
清掃センター 電話 966-4989

口
(匡|申
告 立 込
9 療 先
6 養
4 所

Fロ.
浸;

2 媛
4 病
1 I淀
l 医
)事

課

午
後
の
部

口
場
所

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

I1文集問 EI 収集地域 収集変更日文は収集休J I二日

月木
東谷・西谷・土谷・滑川

変更なし
奥松瀬川・天神

?耳
北方東・北方酉 7 月 20 日 (金)は

火金
南方東・南方西 7 月 2 1 日比)に収集

迎

水 ニヒ
町西 ・ 町東 (天神を除く )

変更なし
山田・ 横灘団地 ・前松瀬川

1. もえるごみ

口
日 市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ノ
l

ト
ル
ダ
ム
・
ド
パ
リ

7 
月
21 時
日
仁t.)

10 
11寺 22
30 日
分 ( 1:1)
開

午
前
の
部

15 
時

ン
タ

1

「キ
ヤ
メ
リ
ア
ホ

l

ル
」

2 . もえないごみ ・粗大ゴ ミ
ベ yトポトJレE ガラス ・ ~

ヰ立大ゴミ
~き缶aJi

収集地域 トレイ~i ピン鋲及び
乾fE池まíiもやさないもの 蛍光灯 'lti

耳孫子 ・ 西谷・土谷 ・ 滑川
7 / 2 (月) 7 / 9 (月) 7 / 16 (月) 7 / 26休)

奥松瀬川 天利l

北方東 北方西・南方東
7 /3ω 7/ 10ω 7/17ω 7/24ω 

南方ï!fl

111] 酉 111]"東(天神を除く )
7/4(7]<) 7/11 (水) 7パ 8 (水) 7/25(7]<) 

山田被灘団地-前松瀬川
開
演

命
広報かわうち



フ月健康情報
-健康センター fi966-21 9 1

II匝霊童担閑
0健康相談 ・ 栄養相談
血圧浪IJ定、尿検査を行っています。 健康に関すること
はお気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日 午前9時~ 12時
場所 健康センタ- 1階運動指導室

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり 、お年寄の痴呆等の相談をお

受けしてい ま す。

日時 7月 13 日 (金) 午前10時~ 12時
場所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

居酒..  

日時 7月 18 日 (水) 午前9時~午後4時
場所 松下寿(株) 松山事業所

IIE軍国25聞臨四
日 時 毎週月曜日 午前8時30分~ 9時

場所 健康センタ ー

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札 ・ 狂犬病予防注

射i斉票

食不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望しない

場合は、不妊 ・ 去勢手術に努めましょう 。

l闘臨調

I~ 日 時 対象児と注意事項

7月 23 日 (月)
生後3カ月 - 7歳6カ月児

種
午後2時~

* 百 日咳にかかった方は 、 二種混合 ( ジ

混tIコ> フテリア ・ 破傷風) を受付 で申し出て
3rr寺

下さい。

日 7月 25 日同 生後6カ月 - 7歳6カ月児
本

午後2時~ 本 標準的には、 3歳で2 回、 4歳で1回の
脳炎 31時 計3回受ける必要があります。

愛の血液助け合い運動
7月 1 日 ~31 日

0基本健診
対象 40歳以上の男女
内容 身体計測・体脂肪率測定、問診・lÚl庄測定、

尿検査、 診察、血液検査 (血糖 - 肝機能・腎機
能 . 1但中脂質 ・ 貧血 ・ HbA1c<医師の指示>)
心電図<医師の指示> 、 II~底検査<医mlíの指示>

0女性健診
対象 16~39歳の女性

内容 身体計ìRlJ . 体脂肪率測定、 問診・血圧測定、
尿検査、 診察、 血 液検査(貧血、胸中脂質) 、

骨粗拡症検診

0結核レン トゲン検診
対象 16歳以上の男女

内容 胸部X線間接撮影

0肺がん検診
対象 40歳以上の男女
内容 胸部X線間接撮影、問診

実施 日 地 区 ↓t~Jj 月7 受 付 時間

6月 28 日 (材 :):I:rJ'J :):1 内公民館 午後3 : 00 - 7 : 00

6月 29 日幽 河之内 河之内公民館 午後2 :00 - 7:00

7月 2 日 ( 月 ) i;lt JlI i甘川生活改善セ ンター tH長:3:00-4:00

土谷 土谷公民館 午後5 ・ 00- 7 : 00

7月 3 日 υd 則之内西 則之内 fl!ï公民館 午後2 ・ 00 - 7 ・。。

7月 4 1:1 休j 則之内東 永野集会所 午後2: 00 - 7 : 00

7月 5 1:1(木) 北方東 北方公民館 午後2 :00 - 7 ・。。

7月 6 日幽 :1じ方西 西 "1"村集会所 午後3 :00- 7:00

7月 9 日 (月) 奥松i品1川 奥松瀬川公民館 午後4 ・ 00- 7:00 1 

7月 10 目別 南方東 南方東公民館 午後2 :00- 7:00

7月 12 1:1 (木) J憤灘団地 横灘団地公民館 午後4 :00-7:00 

7月 13 日 (鎚 前松瀬川 前松i新川公民館 午後4 : 00 - 7 : 00

7月 16EI (月) 南j)fLIí 吉久集会所 午後2 :00 - 7 ・ 00

7月 17 日 以d IIIJ 東 健康センター 午後2 :∞- 7 : 00

7月 18 日刷 IIITf!!� 健康センター 午後2 :00- 7 ・ 00

8月 28 日 υd 未受診者 健康センター 午後2 : 00-7 ・ 00

l .. ，~臨時ヨ壇 (診療時間:午削除午後5時)

日 当番!窒 住所 電話

1 日 ( 日日程 日 ) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

8EI ( 白日夜日 ) 愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方 966-5011 

1 5 日 ( 日 11翌 日 ) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 

20 日 (海の日 ) 藤石病院 重信町志津川 964・ 1234

22 日 ( 日 l樫日) 石川小児科 重信町横河原 955-0333 

29 日 ( 日 i曜 日 ) 西村内科 重信町志津川 964-2461 

会
広報かわうち



健康センターから
(+ 9人 )

(+ 5人 )

(+ 4人)

(+ 1 戸)

町の動き
(6月 l 日現在)

11 ， 317人

5 ， 344人

5 ， 973人

3 ， 930戸

口
数男
女
帯

人
世

戸籍の窓
( 5 月受付分-敬称11硲)

*お誕生おめでとうございます

I 11脚雌摺
0 1 歳6か月児健康診査
日時 7月 24 日 (火)受付

場所 健康センタ- 2階

対象児 平成11年11 月、 12月、 平成 12年 l月生まれの幼児

内 容 身体計測、問診、貧血検査、小児科診察、歯科診察、

保健指導(栄養 ・歯科)

旬子健康手帳、アンケート

午後l時 -211寺

(事前に送付します)

0もぐもぐ教室

日時 7月 3 1 EI (火 ) 午前9時30分- 12時
場所 ↑建m~センター 2階

対象 平成13年2月 -4月生まれの乳児とその保護者

内 容 ①栄養士の話「離乳食のすすめ方」

②調理実習、試食 ③身体計測、育児相談
母子健康手11長、エプロン

持参品

住所 保護者 名前 生年月日

山田 上木伸也 ひかり 4.28 

森 者日 1告ー 俊太 5.1 

保免 大石幸iéì 歩武 5.5 

西中村 中川忠則 ltlFtと 子ニ 5.8 

:1ヒ八幡 小間純 刻 5.10 

ヂ|二内上 1成戸幸喜 f�f j士 5.10 

横i~lt団地3 吉田 司 初|介 5.11 

小坂 渡部洋幸
ま匡. 乃<n 

5.12 

上砂 阿部慕純 智朗 5.19 

板戸 黒川 直紀 倫太郎 5.24 

持参品

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日午前9時 - 12時
場所 健康センタ- 1階

内容 身体計ìM IJ 、育児相談
持参品 母子健康手帳

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

ガリラヤ~I 干高良 英雄 98 5.5 干高良 英雄

j萱 l古l 菅野惣太郎 90 5 目 13 菅野惣太郎

西之側 佐伯シゲ子 70 5.23 佐伯 lA1 

Iき.東 花山サダ子 91 5 .25 :/E 山 正巳

:1ヒ八幡 片谷ハル子 80 5.29 片谷ハル子

上古市 渡部議宏 59 5.31 清水孝子

西中村 曽我部政子 72 5.31 曽我部政信

女ごめい福をお祈りいたします

平成13年 6 月 10EI 現在

- 4 

+29 

(松山南佐祭器管 内)

・ 「横断歩道、安全 ・ 安心作戦」実施中
・ 思いやる 心が見える 横断歩道

昨年比

+12 

本年

645 

4 

803 

交通事故の発生状況

生
一
者
一
者

発
一
死
一
傷

、
、1
』
/
五
十
キ
ロ
メ

l

ト

、
集
記

J
ル
。

こ
の
距
離
は
、

戸
編
後

、
川
内
町
と
他
の
町
村

，

f
t

、
と
の
境
界
線
の
総
延

長
、
つ
ま
り
、

川
内
町
を
ぐ
る
り
と

一
周
し
た
長
さ
で
す

。

今
ま
で
に

H

か
わ
う
ち
探
検
隊
山

で
、
こ
の
境
界
線
上
を
約
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
境
界

線
も
、
将
来
、
合
併
に
よ
り
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。

今
の
う
ち
に
、

川
内
町
の
境
界
線

上
を

一
周
す
る
と
い
う
前
人
未
到
の

快
挙
(
?
)
を
成
し
遂
げ
よ
う
と

、

ひ
そ
か
に
目
論
ん
で
い
る
。

表紙の写真
合併問題懇談会が、 6 月 6 EI か らスタート 。

6 月 11 日の河之内公民館での合併問題懇談会で

は、 46人の参加があり、資料に基づく説明の後、

合併に関する質疑応答が活発に行われました。

会
広報かわうち
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が
、
強
行
軍
に
つ
き
三
人
の
精
鋭

で
井
内
峠
か
ら
白
猪
峠
経
由
問
屋
ま
で

、

歩
く
こ
と
に
し
た

。

前
回
と
同
様
、
井
内
峠
随
道
近
く
に
車
を
停
め
、
井
内
峠
に
登
る

。

峠
か
ら
は
前
回
と
正
反
対
の
尾
根
道
を
行
く
が

、
こ
こ

も
身
の
丈
ほ
ど

の
笹
原
が
生
い
茂
り

、

行
く
手
を
阻
む
。

足
元
が
見
え
ず
、
や
み
く
も

に
歩
い
て
い
る
と
、
境
界
杭
に
向
こ
う
腔
を
し
た
た
か
ぶ

つ
け
た
。

思
わ
ず
声
が
出
そ
う
に
な

っ

た
が
、
声
を
の
み

(
?
)
 

4反射板(上)

反射板のある
山頂附近のブ
ナ林 (下)

広大芯笹原の向こうには、 '
j去師山から石墨山の山並
み、そして、その向こう
に青くかすんで石鎚山の
山々が見える。

-行程

l
u
 

名
J

h
H
J
 

m
A
[
足

分
き

門U

ア
」

閉
山
内
源

土
寸
「
L

付
巴

峠
川
板
芯

内
射
大

井
I
l
-
-

反
e
l
-
-

広

20分(快適な尾根道)

今
回
は
唐
突
に
山
行
が
決
ま
り
、

関
係
者
へ
の
声
が
け
が
で
き
な
か

っ
た
。

お
し
か
り
を
受
け
そ
う
だ

井
内
峠
i

白
猪
峠
1

問
屋

こ
み
、
笹
原
を
頭
だ
け
出
し
て
進
む
先
達
に
、
遅
れ
て
は

な
ら

じ
と
長
い

登
り
坂
を

一
歩

一
歩

、

こ
の
長
い
登
り
が
終
わ
る
頃
、

歩
み
を
進
め
た
。

低
い
笹
原
の
中
に
ブ
ナ

山
頂
に

は
反
射
板
が
あ
り

、

松
山

平
野
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
た

。

山

頂
で

一
休
み
の
後
、
白
猪
峠
目
指
し
て
歩
き
始
め
る

。

原
生
林
の
中
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
快
適
な

尾
根
道

(刈
分
け
を
し
て
い
た

)
を
行
く
と

、

突
然

、

東

側
に
広
大
な
笹
原
が
広
が
り

、

そ
の

向

こ
う
に
石

墨
山
や

石
鎚
山

の
雄
大
な

山
並
み
が
見
え
る
場
所
に
出
た

。

(つ
づ
く
)

林
が
広
が
る
山
頂
へ
出
た
。

そ
こ
か
ら
は

、


